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謹啓  

新緑の候、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、令和７年度（第 2５回）『野口賞』の募集を別添要項の通り実施致します。 

本賞は、宮崎県内を拠点として独自の事業拡大、研究開発、技術開発を行い、顕著な

業績を上げた企業や個人を募集し、応募された中から厳正に選考して賞状と副賞（賞金）

を授与致します。 

応募に際しましては、自薦、他薦を問いません。奮ってご応募・ご推薦下さいます様

ご案内申し上げます。 

謹言                     

 

記 

 
１．選考基準、及び副賞 

（１）『野口賞』（賞金１００万円） 

  創造性、技術性、社会性、収益性、適合性の５項目について、「選考委員会」 

    において慎重かつ厳正に審査の上決定します。 

（２）『野口賞（特別賞）』（賞金１００万円） 

  これまでに『奨励賞』を受賞された方で、受賞テーマについての内容を更に   

  追加・充実して再応募されたものを、「選考委員会」において慎重かつ厳正に 

審査の上決定します。 

（３）『奨励賞』（賞金５０万円） 

  『野口賞』（賞金１００万円）には惜しくも該当しませんが、開発技術に加 

えて既存技術の創意工夫・改良などにより、会社の創業ならびに業績向上に 

貢献した点、また、開発技術の着目点、新規性、産業技術発展への貢献度等 

を考慮の上決定します。       



２．『応募・推薦書』作成上の留意点 

 （１）『応募・推薦書』４ページ第２項「開発技術の特色、新規性等」について、 

その独創性、他の類似技術・類似品との差別化した優位点を審査委員が判断で 

きる様、具体的に（定量的な説明、データ添付など）記入して下さい。 

なお、記入された内容、添付資料・データは、「選考委員会」での審査にのみ 

使用し、それ以外には使用致しません。 

 （２）『応募・推薦書』５ページ第５項「本研究開発による効果、実用化の程度（会 

社の業績、産業技術発展への貢献度）」について、売上高（実績および予想） 

については、確実な数字とその根拠を含めて記入して下さい。 

 （３）『応募・推薦書』５ページ第６項「審査項目（５）「適合性」の具体的な取組み

（人材育成、青少年の育成など）」について、次の①～③の観点から評価しま

すが、独自の取組みがある場合は具体的に記入して下さい。 

     ①工場見学の受け入れや「出前授業」に積極的に取り組んでいる。 

     ②自社技術の海外移転や海外からの研修生の受け入れに取組んでいる。 

     ③「奨学金制度」など、高校生や大学生のために学費支援に取り組んでいる。 

 （４）なお、『応募・推薦書』は、野口遵顕彰会ホームページ『野口賞』の（応募・ 

推薦要領）からもダウンロードできます。 

 http://ability-gate.heteml.net/noguti-h-a 

 

３．『応募・推薦書』送付先 

   〒 882-0053 

   住所：宮崎県延岡市幸町３丁目１０１番地  

延岡駅西口街区ビル３階 延岡商工会議所内 

      野口 遵 顕彰会 事務局 

 

         担当：椎葉 和博 携帯：080-5794-7182 

              E-mail：k.shiiba8000441@gmail.com 
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